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受験番号 氏名

第１問
　問１　⑴　　

　問２　　

　　　　⑵

　　　　⑵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ⑶

　　　　⑵

　　　　⑶

　　　　⑶

　問３　⑴

同素体

28.8 × 2.22 ＝ 63.9

酸性雨

スプレー噴霧剤，冷媒など

六角柱の体積は 1.35 × 10-22 cm3

六角柱の中にマグネシウム原子は 6 つ含まれる。
マグネシウム原子一つの質量は 24.3 ÷ （6.0 × 1023） g であり， 6 つなのでこの六角
柱に含まれるマグネシウムの質量は 24.3 × 10–23 g
よって，密度は 24.3 × 10–23 ÷ （1.35 × 10–22） = 1.80 g/cm3

28 × 0.8 + 32 × 0.2 = 28.8

12

A 化合物 B 単体 C 8 D 酸化物

E 鉄 F 二酸化炭素や
水素など G 紫外線

ａ 2 ｂ 4 ｃ 2

第１問
得　点

アンモニア

NH3

塩化カルシウム

CaCl2

硫化水素

H2S
炭酸水素ナトリウム

NaHCO3

次亜塩素酸ナトリウム

NaClO

　問４　⑴
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第２問
得　点

第２問
　問１　 C + O2 　 CO2

240g-C を物質量に換算すると、240 g × 1 mol C/12 g = 20 mol
C 1mol に対して CO2 1mol が発生するので、20 mol CO2 を体積に換算すると、
CO2 発生量 （L） ＝ 20 mol × 22.4 L/mol = 448 L
燃焼熱＝ 394 kJ/mol × 20 mol = 7880 kJ

9.65 × 103 （C）/ （32 × 60+10） （s）＝ 5.0 （A）

それぞれ x [mol] ずつ反応して新たな平衡状態に達するとする。
	 H2	 I2	 2HI
旧平衡時	 0.10	 0.10	 0.8
新平衡時	 0.6 － x	 0.6 － x	 0.8 ＋ 2x
K =  [HI]2/[H2][I2] = （（0.8 ＋ 2x）/ V） 2/ （0.6 － x） /V × （0.6 － x） /V） = （0.8 ＋ 2x） 2/ （0.6 － x） 2 = 64
よって、x = 0.40 新平衡時の HI の物質量は 0.8 ＋ 2 × 0.40 ＝ 1.6 mol

電解槽Ⅱでは電解槽Ⅰと同じ 2 × （3.2 ／ 64） ＝ 0.10 （mol） の電気量が流れる。したがって、そ
れに見合う塩化銅 （Ⅱ） が分解される。もともと電解槽Ⅱにあった塩化銅 （Ⅱ） は 1.0 （mol/L）
× 200 （mL） ＝ 0.20 （mol）であったから、分解された 0.10 × 1/2 （mol） の塩化銅 （Ⅱ） を差し
引けば、0.20 － 0.05 ＝ 0.15 （mol） となる。

　　　　⑵

　　　　⑵

　　　　⑶

　　　　⑷

　問２　⑴

　問３　⑴

2 × （3.2 ／ 64） （mol） × 9.65 × 104 （C/mol）＝　9.65 × 103 （C）

	 H2	 I2	 2HI
開始	 0.50	 0.50	 0
変化	 － 0.40	 － 0.40	 ＋ 0.80
平衡	 0.10	 0.10	 0.80
ヨウ化水素が 0.80mol 増える代わりに水素とヨウ素が 0.40mol 減る。
K =  [HI]2/[H2][I2] = （0.80 mol/V ） 2/ （0.10 mol/V × 0.10 mol/V） = 64

極板 A

Cu2+　＋　2e－　→　Cu
極板 B

2H2O　→　O2　＋　4H＋　＋　4e－

　　　　⑵

　問４　⑴
pH= － log10 （2 × 0.0010）= － log102 － log1010 － 3 ＝ 3 － 0.30 ＝ 2.7

α＝ （Ka ）＝  （2.7 × 10-5/0.10）	     c 
pH = － log10[H+] = － log10[αC ] = － log10（  （2.7 ×10-5/0.10） × 0.10）  = － log10 （   （2.7 ×10-5 × 0.10）

 = － 1/2・log10　（2.7 × 10-6） = － 1/2・（log102.7 + log1010-6） = － 1
2  （0.43 － 6） = 2.785 =2.8
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第３問
　問１　⑴　　　　　　　　　　　⑵

　問２　

　問３　⑴

　問４　⑴　

A 炭素 B ４ C 一酸化炭素 D 二酸化炭素 E メタン

A 2H2O2 → 2H2O + O2

B Cu + 2H2SO4 → CuSO4 + 2H2O + SO2

C NaCl + H2SO4 → NaHSO4 + HCl

第３問
得　点

希ガス（貴ガス）

価電子の数が族番号によらず１～２個だから

　　　　⑶

HCOOH → CO ＋ H2O
　　　　⑴

CaCO3 ＋２HCl → CO2 ＋ H2O ＋ CaCl2
　　　　⑵

2KI ＋ Cl2 →２KCl ＋ I2

　　　　⑵

CaF2 + H2SO4 → CaSO4 + 2HF
　　　　⑶

（A） 2KBr ＋ Cl2 → 2KCl ＋ Br2

　　　　⑷

A 水上置換 B 下方置換 C 下方置換

SO2 ，HCl
　　　　⑵

　　　　⑷

SO2 ，HCl
　　　　⑶

ア 塩素 イ ヨウ素 ウ フッ素

遷移元素
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　　　　⑷

　　　　⑶

　　　　⑵

　　　　⑶

　　　　⑷

　　　　⑷

理論上の化学反応式ではベンゼンからニトロベンゼンは物質量の比１：１で生成することから，
30.75g / 123 = 0.25 mol のベンゼンが必要である。これにベンゼンの分子量 78 を掛け，反応率
0.78 で割ると最初にあったベンゼンは 25 g あったことになる。ベンゼンの比重が 0.90 である
ことから，はじめに用いたベンゼンは 27.8mL、よって答えは 28mL。

疎水基の部分を内側に向け，親水基の部分を外側に向けて集まっている状態。

柔軟性や透明度が増す。

液体になるものと分解するものがある。

コロイド溶液

乳化作用

第４問
　問１　⑴

　問２　⑴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ⑵

　　　　⑵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ⑶カップリング反応　あるいは
ジアゾカップリング

グリセリン

アニリン

 （RCOO） 2Ca

　問３　⑴

　問４

① 有機高分子化合物 ② 無機高分子化合物 ③ 天然高分子化合物 ④ 合成高分子化合物

① カ ② イ ③ エ ④ ク ⑤ コ

⑥ ア ⑦ ケ ⑧ ウ ⑨ オ ⑩ キ

第４問
得　点

第４問 解答 

 

問１  

（１） ＋ NaNO2 + 2HCl →  ＋NaCl + 2H2O 

 

（２）カップリング 

（３）アニリン 

（４）理論上の化学反応式ではベンゼンからニトロベンゼンは物質量の比１：１で生成する

ことから，30.75g / 123 = 0.25 mol のベンゼンが必要である。これにベンゼンの分子量

78 を掛け，反応率 0.78 で割ると最初にあったベンゼンは 25 g あったことになる。ベ

ンゼンの比重が 0.90 であることから，はじめに用いたベンゼンは 27.8mLである。 

 

問２ （１）グリセリン 

 （２） (RCOO)2Ca↓ 

 （３）疎水基の部分を内側に向け，親水基の部分を外側に向けて集まっている状態。 

 （４）乳化作用 

 

問３ 

（１）①有機高分子化合物，②無機高分子化合物，③天然高分子化合物， 

④合成高分子化合物 

（２）柔軟性や透明度が増す。 

（３）液体になるものと分解するものがある。 

（４）コロイド溶液 

 

問４ 

①カ，②イ，③エ，④ク，⑤コ，⑥ア，⑦ケ，⑧ウ，⑨オ，⑩キ 


